
1

　（公財）消費者教育支援センターでは、平成9年より学校における消費者教育の充実・発展に寄

与することを目的に、企業・業界団体、行政、消費者団体等から教材を募集し、教育現場で役立つ

優秀な教材に対し表彰を行ってきました。学校ですぐに活用できるよう考え抜かれた教材が毎年選

出されていますが、年を追うごとにレベルアップし、選考委員会でも苦労して選考しています。

消費者教育教材資料表彰2022年　優秀賞受賞教材

「消費者教育教材資料表彰制度」を
ご活用ください！

柿野成美
法政大学大学院政策創造研究科准教授

（公財）消費者教育支援センター理事・首席主任研究員

　各界から応募された消費者教育教材を、選考委員会によって優秀賞が選出され、さらに教育現場
で先生方が活用した上で内閣府特命担当大臣賞の選考が行われる「消費者教育教材資料表彰」。消
費者庁も後援するこの表彰制度について、主催者である公益財団法人消費者教育支援センター理事
で首席主任研究員の柿野成美氏に伺いました。
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　優秀賞に選ばれた教材は、教員の活用評価を経て、選考委員会において「内閣府特命担当大臣

賞」「消費者庁長官賞」「消費者教育支援センター理事長賞」が選ばれています。先生方の評価は、

学校現場でどのような教材が求められているのかを知る貴重な機会になっています。

2022年度　内閣府特命担当大臣賞受賞教材の紹介

　振り返ってみると、本表彰制度の開始から四半世紀が経過しました。

　当初、学校現場では、「企業から学校に教材が送られてくるが、学校現場で使用するのに適切か

どうか判断する教材研究の時間が十分に取れない」という課題を抱えていました。そのためこの表

彰制度で優秀賞を受賞した教材であれば安心して利用できると評価をしていただいてきました。教

員の働き方改革により効率的な業務の在り方が検討される昨今、このような制度はより一層、消費

者教育の普及・推進にとって重要性を増していると言えましょう。

　また、学校現場では、教科書等の情報が古くなってしまうため、「最新の情報が欲しい」という

ニーズがありました。毎年継続している本制度によって、最新の教材を探すことができると喜ばれ

ています。特に昨今、受賞教材を検索できるデータベースを作成し、学校ですぐに活用できる教材

を迅速に探すことができるようWebサイトを工夫しています。是非、皆さんも良い教材がないか

な、と思った時には、当センターのホームページから受賞教材を検索してみてください。
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・消費者教育支援センター　ホームページ

https://www.consumer-education.jp/index.html

・「消費者教育教材資料表彰」受賞教材検索ページ

https://www.consumer-education.jp/contest/index.html

【消費者教育教材資料表彰選考委員会】

委員長　日本消費者教育学会会長　岐阜大学副学長　　　　　　　　　　大藪　千穂　

委　員　東京都立蒲田高等学校主幹教諭　当センター客員研究員　　　　淺川　貴広　

　　　　文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官　

　　　　国立教育政策研究所教育課程研究センター教育課程調査官　　　熊谷　有紀子　

　　　　PERL 国際理事会理事　東京都市大学大学院教授　　　　　　　佐藤　真久　

　　　　全国高等学校長協会家庭部会　群馬県立大間々高等学校校長　　高橋　みゆき　

　　　　公益社団法人消費者関連専門家会議理事長　　　　　　　　　　村井　正素　

　　　　消費者庁消費者教育推進課長　　　　　　　　　　　　　　　　山地　あつ子　
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